くりした。 

もうす こしで、 彼女 は、 あ つ と 声 を あげる ところ だ つ 

た。 それ を、 ようやくの 思いで、 咽喉の 奥に 押し かえ 

ことさら えしゃく こた 

し、 殊更 かるい 会釈で 応えて、 その 場 を 足早に 立ち去つ 

た。 しかし、 彼女の 心臓 は、 早 鉦の ように 打ちつ づけ 

ていた。 

無我夢中で、 二三 丁ば かり、 走る ように 歩いて、 彼 

女 はやつ と 電柱の 蔭に 足 を 停めた。 腕時計 を 見る と、 

時計 は、 ちょうど、 午後 四時 を 指して いた。 

(今の 話 は、 あれ はどうしても、 鬼 仏 洞の 話に ちがい 

ない。 あと 三十 分す ると、 第三 十九 号 室で、 誰か 人が 



死ぬ のであろう。 なんという 気味の わるい 知らせ だろ 

う。 しかし、 こんな 知らせ を 受取る なんて、 幸運 だ 

わ！) 

三千 子 は、 昂奮の ために、 自分の 身体が、 こまかに 

慄 えてい るの を 知った。 

(行って みょう。 時間 はま だ 間に合う。 —— もし 鬼 仏 

洞の 話じゃなかった としても、 どうせ 元々 だ) 

三千 子の 心 は、 既に 決った。 彼女 は、 南京豆 売りの 

少年が、 なぜ そんな こと を 彼女に 囁いた のかに ついて 

考えて いる 余裕 もな く、 街 を 横切る と、 鬼 仏 洞の ある 

坂道 をの ぼリ 始めた のであった。 



ィに手 を 廻して 買って おいた 紹介者つ きの 入場券 を、 

みつばち すばこ 

改札口と 書いて ある 蜜蜂の 巣箱の 出入口の ような 穴へ 

差し入れた。 

すると、 入場券 は、 ひとりでに、 奥へ 吸い込まれた 

が、 とたんに 何者かが 奥から、 

「これ を 胸へ 下げて ください」 

と 云った かと 思う と、 丸型の 赤い 番号札が 例の 穴 か 

ら、 ひよこん と 出て 来た。 

(呀 つ！) 

そそ 

そのと き、 三千 子の 眼 は、 素早く 或る ものに 注がれ 

た。 それ は、 奥から 番号札 を 押し出した 変に 黄色い 手 



ろ うざ V く 

であった。 それ はまる で、 蠟 細工の 手 か、 そうでな け 

しびと 

れば、 死人の 手の ようであった。 

しょうばいぎ 

三千 子 は、 とたんに 商売気 を 出して、 その 手 をた し 

のぞ 

かめる ために、 腰 を かがめて、 穴の 中を視 きこんだ。 

あ 

「呀 つ！」 

ぴ— んと 音が して、 番号札が、 発 止と 三千 子の 顔に 

当る のと、 がたん と 穴の 内側から 戸が 下りる のと 同時 

であった。 三千 子 は、 地上に 落ちた 番号札 を、 急いで 

どうき 

拾い上げ たが、 胸が 大きく 動悸 をう つていた。 彼女 は、 

戸の 下りる 前に、 穴の 内側 を視 いてし まった ので ある。 

(手首だった。 切り放された 黄色い 手首が、 この 番号 



札 を 前へ 押し だした の だ。 —— そして 〃これ を 胸へ 下 

げ てくだ さい" と、 その 手首が もの をい つた！) 

女流 探偵 風 間 三千 子の 背筋に、 氷の ように 冷い もの 

が 伝わった。 

なるほど、 噂に たがわぬ 怪奇に 充 ちた 鬼 仏 洞で ある。 

ふしぎな 改札 者に 迎えられた だけで、 はやこの 鬼 仏 洞 

が 容易なら ぬ 場所で ある ことが 分った ような 気がした。 

だが、 風 間 三千 子 は、 もう 訳 もな く 怖じて はいな か つ 

た。 彼女 は、 女ながら ももう 覚悟 を きめていた。 一旦 

ここまで 来た 以上、 鬼 仏 洞の 秘密 を 看破す るまで は、 

どんな ことがあっても 引 揚げまい と 思った。 



つ しゅうじん 

一 つ 点いて いなかった。 が、 まさか、 囚人に なった わ 

けで は あるまい。 

一陣の風が、 どこから となく、 さっと 吹き こんだ。 

それと 同時に、 俄に 騒々 しい 躁 音が、 耳 を 打った。 

躁音 は、 だんだん 大きくな つた。 それ は、 まるで 滝壺 

の 真下 へ 出た ような 気がした くらいだ つ た。 

彼女 は、 おどろいて、 音の する 方 を、 振り返った。 

するとい つの 間に か、 後に、 出入口ら しい ものが 開い 

ていた。 その 口 を 通して、 奥に は、 ぼんやりと 明りが 

見えた。 

(あ、 なるほど、 やっぱり 第一 号 室へ 通される の だ！) 



のうり きぬじ 

三千 子 は、 脳裡に、 絹地に 画かれた この 鬼 仏 洞の 部 

ちゆ-つちよ 

屋 割の 地図 を 思いう かべた。 彼女 は、 今 は 躊躇す る 

ところな く、 第一 号 室へ とびこんだ のであった。 

その 部屋の 飾りつ け は、 夜明け だか 夕暮 だか 分らな 

がが いわお じぞう ぼさつ 

いけれ ど、 峨々 たる 巌を 背に して、 頭の 丸い 地蔵 菩薩 

が つ しょう 

らしい 像が 五六 体、 同じように 合掌 をして、 立ち並ん 

でいた。 

轟々 たる 躁音 は、 どうやら、 この 巌の 下が 深い 淵で 

あ ら. S み 

あって、 そこへ 荒浪 が、 ど— んど— んと 打ち よせてい 

る 音を模 した ものら しい ことが 呑み こめた。 

第一 号 室 は、 たった それだけであった。 



てあつて、 まるで 生きて いるよう に 見えた。 

赤 鬼 青 鬼の 合掌 は、 一 体 何 を 意味す るので あろう か _ 

あぜん 

三千 子 は、 気 をの まれた 恰好で、 啞 然として その 前に 

立って いた。 

すると そのと き、 どやどやと 足音が して、 一 団の人 

たくま 

が 入って きた。 見る と、 それ は、 逞しい 身体つ きの、 

中年の 中国人が 六 七 名、 いずれも 袖の 長い 服に 身 を 包 

ん でいた。 彼等 は、 三千 子よりも 遅れて、 この 鬼 仏 洞 

を 参観に 入って きた ものら しい。 

きどう どう 

「さあ、 いよいよ これが 鬼 導 堂です。 赤 鬼 青 鬼が 引導 

を 渡して、 貴人が これから 極楽往生 を 遂げる というと 



との 欄干 を もった 廻廊が、 左手から 中央へ 向かって 

ず— つと 伸びて 来て いる。 中央に は 階段が あって、 

すいぎ ゆ う 

終って いる。 その 階段の 下に、 顔が 水牛に なって い 

そうぎょう 

る 身体の 大きな 僧形 の 像が、 片足 を あげ、 長い 

せ ぃリ ゆうとう 

青 竜 刀 を 今 横に 払つ たばかり だとい う 恰好 をして、 

正面 を 切って いるので あった。 人形 は それ 一 つで あつ 

た。 この 人形の 前 を 通りぬ ける と、 すぐ その 向う に 次 

の 部屋へ いく 入口が 見えて いた。 

(この 室で、 やがて 誰か 死ぬ つて、 本当 かしら) 

と、 三千 子 は、 桃の 木の 傍で、 首をかしげた。 一 向 

ちなまぐさ 

そんな 血醒ぃ 光景で もな く、 青 竜 刀 を 横に 払って 



大見得 を 切って いる 水牛 僧の 部が、 むしろ 間がぬ けて 

滑稽に 見える くらいであった。 いくぶん 不安な 気 を 起 

させる ものと いえば、 この 部屋の 照明が、 相当 明るい 

あわ せきしょく 

に は 相違ない が、 淡い 赤色 灯で 照明され ている こと 

であった。 

そのと きであった。 隣室に 人声が 聞え、 つづいて 足 

音が 近づいて 来た。 

(いよいよ 誰か 来る) 

時計 を 見る と、 もう 二三 分で、 例の 午後 四時 三十 分 

になる。 すると、 今 入って くる 連中の 中に 死ぬ 人が 

まじ 

交って いるので あろう。 三千 子 は、 その 人々 に 見られ 



たくない と 思った ので、 人形と 反対の 側の 入口の 蔭に、 

身体 を ぴったり つけた。 

すると、 間もなく 見物人 は 入って きた。 見れば、 そ 

れは 先程の 五六 人 連れの 中国人た ちであった ではない 

ゝ o 

力 

(やっぱり、 そうだった) 

うなず 

三千 子 は、 心の中に 肯 いた。 部屋 部屋 を、 順序 正し 

く 廻って くれば、 この 一行 は、 まだ もっと 遅れ、 二三 

十分 も 後に なって、 この 部屋へ 巡って くる 害だった。 

ふきつ ていこく 

ところが、 例の 不吉な 定刻に わざわざ 合わせる ように 

して、 この 第三 十九 号 室へ 入つ てきた というと ころ か 



ぶる とふる わせて いた。 そのと きで ある。 どうした わ 

け か、 室内が 急に 明るく 輝いた。 急に 真昼の ように、 

めんしょく 

白光が 明るさ を 増した のであった。 人々 の 面色が、 

俄かに 土色に 変った ようであった。 これ は 天井に 取 付 

けて あった 水銀灯が 点灯した ためで あつたが、 多くの 

人 は、 急に は それに 気がつかなかった。 

「やよ、 顔 子狗。 なんとか 吐かせ」 

おどか ぬすびと こんじょう 

「それで、 わし を嚇 したつ もリ か、 盗人 根性 を もつ 

ている の は、 一体 どっちの ことか。 おれ はもう、 貴様 

との 交際 は、 真平 だ」 

そういって 顔子狗 は、 さっさと、 向う へ 歩み だした _ 



の 上に は、 もはや 首がなかった。 首 は、 鈍い音 をた て 

あしもと ころが 

て、 彼の 足 許に 転った。 次いで、 首の ない 彼の 身体 は、 

俵 を 投げつ けたよう に、 どうと その 場に 地 響 をう つ 

て 倒れた。 

一行 は、 群像の ようになって、 それより 四五メ ー ト 

ル 手前で、 顔 子狗の ふしぎなる 最期に 気 を 奪われて い 

た。 

遥か 後方に はいたが、 風 間 三千 子 は、 煌々 たる 水銀 

ちんじ 

灯の 下で 演ぜられた、 この 椿事 を 始めから 終りまで、 

ずっと 見て いた。 いや、 見て いただけ ではない。 

(あ、 あの人が 危 い！) 



るので ございま しょうね」 

「やがて 閉鎖され るだろう ねえ。 しかし、 今のところ 

抗議 を うちこむ ため、 鬼 仏 洞 は 大切なる 証拠 材料なん 

げんじょう がんし く 

だ。 現場へ いった 上で、 あなたが 撮影した 顔 子狗の 

最期の 映画 をう つして 見せて やれば、 何が何でも、 相 

手 は 恐れ入る だろう」 

特務機関 長 は、 もうこれ で、 すっかり 前途 を 楽観し 

た 様子で ある。 

その 翌日、 新 政府 は、 〇〇 権益 財団に 向けて、 厳重 

なる 抗議文 を 発した。 

* わが 政府 は、 〇〇 の 治安 を 確立す るた め、 同地に、 



警察力 を 常置 せんとす る ものである。 之に つき、 わが 

警察力 は 実力 を もって、 第一 に、 鬼 仏 洞 を 閉鎖し、 第 

二に、 鬼 仏 洞 内に て 殺害され たる わが 忠良なる 巿民顔 

子狗の 死体 を 収容し、 第三に、 右の 顔 殺害 犯人の 引渡 

し を 要求す る ものである" 

と い つたよう な 趣旨の 抗議文で あ つ た。 

ところが、 相手方 は、 これに 対し、 まるで 木で 鼻 を 

くく つ たような 返事 をよ こした。 

が 〇〇 の 治安 は、 充分に 確保され あり、 鬼 仏 洞 内に 殺 

人事 件 ありた る ことなし ガ 

これで はいけ ない というので、 新 政府 は、 更に 強硬 



なる 第二の 抗議 書 を 送り、 且つ その 抗議 書に 添えて、 

風 間 三千 子が 撮影した 顔 子狗の 最期 を 示す フィルムの 

ひとこま てんぷ 

一 齣 を 引伸し 写真に して 添付した。 

これなら、 相手方 は、 ぎ や ふんと いう だろうと 思つ 

ていたのに、 帰って来た 返事 を 読む と、 

な こまう 

"なるほど、 洞 内に 於て、 何某が 死亡して いるよう で 

あるが、 その 写真で 明瞭で あると おり、 何某から 五六 

メ ー トル も 離れた 位置より、 彼等の 内の 何人た リ とも 

何某の 首を切 断す る こと は 不可能 事で ある。 況ん や、 

彼等の 手に、 一本の 剣 も 握られて いない こと は、 この 

写真の 上に、 明瞭に 証明され ている。 理由な き 抗議 は、 



迷惑 千万で ある〃 

まつ こ-つ 

とて、 真 向から 否定して 来たので あった。 

なるほど、 そういえば、 相手方の いう こと も、 一理 

があった。 

だが、 一 旦 抗議 を 発した 以上、 このまま 引 込んで し 

まう こと は 許されない。 そこで また、 相手方の 攻撃 点 

に対して、 猛烈な 反駁 を ，試みた。 

そのような 押し問答が 二三 回 続いた あとで、 ついに 

そうほう 

双方の 間に、 一 つの 解決 案が まとまった。 それ は どん 

な 案 かとい うのに、 

〃では、 鬼 仏 洞 内の 現場に 於て、 双方 立 合いで、 検証 



をしょう じ やない か" 

という ことにな つて、 遂に 決められた その 日、 双方 

の 委員が、 鬼 仏 洞 内で 顔 を 合わす ことと なった。 

新 政府 側から は、 八 名の 委員が 出向く ことにな つた 

が、 うち 三 名 は、 特務機関 員であって、 風 間 三千 子 も、 

その 一 人であった。 

その 朝、 新 政府 側の 委員 五名が、 特務機関へ 挨拶 か 

たがた 寄った が、 三千 子 は、 その 委員の 一人 を 見る と、 

抱えて いた 花瓶 を、 あわや 腕の 間から するりと 落し そ 

うにな つたく らいであった。 

ま むら 

「まあ、 あなた は 帆 村さん じゃありません か」 



さ さ 

鬼気せ まる 鬼 仏 洞 内での 双方の 会見 は、 お昼 前に 

なって、 ようやく 始まった。 尤も 明り 窓 一 つない 洞 

内で は 昼と 夜との 区別 はない わけで ある。 

〇〇 権益 財団 側から は、 やはり 同数の 八 名の 委員が 

出席した が、 その外に、 前に は 姿 を 見せなかった 鬼 仏 

ど う も う 

洞の 番人 隊と 称する、 獰猛な 顔 付の 中国人が、 太い 棒 

を もって、 あっちに もこつ ちに もうろうろ していた。 

いよいよ 交渉が 始まった。 

相手方から、 背の ひよ ろ 高い 一 人の 委員が、 一 番前 

に のりだし てきて、 

「わし は、 この 鬼 仏 洞の 長老で、 陳 # という 者 だ。 お 



げんえい せいしぶ つ 

幻影の 静止 仏 



(水牛 仏が ふりまわ している あの 青 竜 刀 は、 本当に 斬 

れ そうだな。 しかし、 まさか 顔子狗 は、 わざわざ あそ 

こへ 首 を 持って いった わけで はない の だ。 こっちで 斃 

れ ていたん だからな あ) 

帆 村 は、 興味 ありげ な 顔 付で、 じっと 水牛 仏が、 右 

みつ 

へ 払った 青 竜 刀を嘖 めた。 帆 村 は、 その 青 竜 刀が、 高 



さからい うと、 ちょうど、 人間の 首の 高さに あり、 そ 

の 刃 は 水平に 寝て いるの が 気にな つ た。 

(なるほど。 すると、 この 人形が、 このまま 一 まわり 

ぐるつ と 廻転した とすると、 あの 青 竜 刀 はこ こに 立つ 

ている 人間の 首 を さっと 斬り 落せる わけ だ。 してみ る 

と …… ) 

帆衬 は、 長老の 傍へ いって、 

「長老、 あの 水牛 仏 は 動きだしません かね。 いや、 ぐ 

るぐ ると 廻転し ません かね」 

長老 は、 それ を 聞く と、 かつと 眼を剝 いたが、 次の 

瞬間に は、 口辺に 笑み を 浮べ、 



「誰 だ、 照明 を かえた の は …… 」 

「照明 は、 自然に かわる ような 仕掛に なって いるの 

じ や」 

長老が 返事 をした。 しかし 帆 村 は、 長老が ひそかに 

廻廊の 柱に 手 を かけて、 ちょっと 押した の を 見落し は 

しなかった。 

(へんな こと をした ぞ。 とたんに 照明が かわった とこ 

ろ を 見る と、 あの 柱に、 照明 を きりかえる スィッチが 

ついている のか もしれ ない) 

あおじろ 

煌々 たる 青白い 光線が、 室内 を 真昼の ように 照らし 

つける。 水牛 仏の 顔が、 一 段と 奇怪 さ を 増した。 



てみ ましょう」 

帆 村 は、 廻転 椅子 を 三千 子の 前にお いて、 それに 手 

を かけた。 

「さあ 始めます よ。 調子 をう まく 合わせる こと を 忘れ 

ないで …… 。 さあ、 一 チ、 一 ーィ、 一 チ、 一 ーィ、 …… 」 

三千 子 は、 いわれた とおり、 調子 を あわせて、 目 を 

ぱちぱ ちと 開閉した。 

「三千 子さん、 椅子 は、 どんな 具合に 見えました か」 

「さあ 」 

「椅子 は、 じっと 1: つていた ように 見えませんでした 
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